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２． 「 サ ダ コ と 折 り 鶴 ポ ス タ ー 」
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    時が経つのは早いものである。 ２００６年５、６月の第１次・「ブルガリア訪問団」と７月、８月の第２次・「ブ

ルガリア訪問団」を終えて、早や１年の月日が流れた。第２次・訪問団の帰国後から、両訪問団の報告書を

まとめる作業を進めてきた。今回、やっと「原爆展編」の編集が終わった。

　 これまで、とりあえず第1次・訪問団報告書・初版（数１０部）や第２次・訪問団・簡略編(1部）、合併改訂版

初版（約５０部）の３種類を作成。協会関係者や秋葉忠利広島市長に配布した。

　 今回は、当協会にとって記念すべき「原爆展報告書」なので少し詳しいものを編集しようと取り組んだ。い

ざ取り掛かってみると、色んな形でお世話になった国内外の方々の顔が浮かんできた。そこで、ご協力、ご

支援いただいた方々にコメントを依頼して、寄せられた「声」を全て掲載することにした。

　 編集は、慣れないエクセルを使用。不慣れのため中々、進まない。嬉しいことに、依頼した方からのコメン

トが次々と送られてくる。その都度、原稿を順次差し込んできた。作業は、深夜まで及んだ。コメントが増え

れば増えるほど、内容が充実してくる。嬉しくなった。今後も引き続いて改訂版を作成する予定。関係者か

らのコメントを待っている。

　報告書の中には、 原爆の脅威や被爆者の被害状況などが分かるように右端に各種のデータ－などを掲

載することにした。今から数年前の記者時代には、ヒロシマ取材に関わってきた。だが、記憶が薄れてい

て、改めて「原爆とヒロシマ」について再勉強の必要があった。良い機会とばかりにインターネットや関係の

本を再読し、やっと編集することができた。

　原爆展の陰には、多くの関係者のご協力、ご支援があった。名前（役職は当時）を列記して感謝の意を表

したい。

　広島市の秋葉忠利市長、山田康助役、浅野達也・秘書課長、松本良徳・国際交流担当課長、荒谷宣昭・

観光担当課長ら、広島平和記念資料館の前田耕一郎館長、外和田孝章・前副館長、谷川晃副館長、沖田

なつき啓発担当職員、（財）広島平和文化センターの重村孝彦・国際交流・協力課長補佐、西山末平・同

前主査、新田智則・同主事。

　在ブルガリア日本国大使館の福井宏一郎・特命全権大使、山岸あおい三等書記官、JICAブルガリア事

務所の香川敬三所長には並々ならないお世話になった。さらに、外務省の中・東欧課ブルガリア・マケドニ

ア担当の荻野毅・外務事務官には、何かとアドバイスをいただき無事、目的を果たすことができた。

　 当協会内では、両訪問団に参加していただいた延べ１３人に、中でも急きょ、参加していただいた被爆

者の佐々木愛子理事には感謝してもしきれない。浅野洋二・相談役、渡辺理事などから、その都度、適切

なアドバイスを受けた。ブルガリア側とのメール連絡の際には、海生郁子・前会長夫人(英語通訳)と、広島

平和記念資料館の沖田なつき様（英訳と連絡）の献身的なご協力をいただいた。このお陰で、連絡がス

ムーズにできたと深く感謝している。

　 訪問団実現にご協力いただいた東京のTCI・JAPANの佐々木文徳様と、ブルガリアのSEMA  Expressの

ミハイル・マルコフ社長、神戸利浩様、通訳をしていただいたシルビア・アンドレエヴァ様、ナディア・マルコ

ヴァ様、さらにマリア・ヨトヴァ様の誠意とご尽力を忘れることはできない。 いずれにしても、これらのうちの一

人でも欠けると、原爆展は今回のように迅速・的確・無事故・成功に運ぶことができなかった、とつくづくと思

う今日この頃である。

　 写真撮影は、ブルガリアでは第1次・訪問団は当協会幹事の坂井紗織・事務局員、第2次はマルコフ社

長に、国内関係は事務局の久繁礼子・会計幹事・事務局次長と浜部直樹・事務局員（当時）らに担当して

いただき、貴重な記録を残すことができたことをご報告し、お礼申し上げます。ありがとございました。

２００７年５月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集責任者：今村　功

 編 集 後 記

神様がくれた国ブルガリア（愛育社）、東欧の郷愁（新潮社）、地球の歩き方・ブルガリア　ルーマニア
（ダイヤモンド社）、ブルガリア（ボリナ出版社）、平和と交流（財団法人・広島平和文化センター）、
Discover Kazanlak（Tourisut Information Centre）、古代とラキアの墳墓（SAKURA PUBLISHING
HOUSE）、BUSINESS GUIDE Bulgaria（BULGARIA）、BULGARIA ILLUSTRATED HISTORY（ボリナ
出版）、See Bulgaria,その他.
広島平和記念資料館、広島市、その他
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